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「成長期待企業」（2023年度第4四半期選定）の情報提供について 

(公財)ひょうご産業活性化センターでは、県内の中小企業支援機関等で構成する「中小企業支援

ネットひょうご」事業の一環として、成長が見込める元気な企業を「成長期待企業」として発掘・

選定し、企業の成長に向けた各種支援を実施しています。 

この度、新たに下記の3社（累計600社）を選定しましたので、その企業の概要をお知らせします。 

 

１ (株)山弘（木造住宅の新築及びリフォーム、リノベーション） 

はりまの木とはりまの大工で、地域に生えたように家を建てる！ 

 (1) 沿革等  

・同社は、三渡弘氏が1958年（昭和33年）に山弘製材所として創業。 

1963年（昭和38年）に有限会社山弘建材店を設立｡1993年（平成5 

年）に株式会社山弘に改組。2013年（平成25年）に3代目となる三 

渡眞介氏が代表取締役に就任し、現在に至る。 

 

 (2) 当社の特徴  

・同社は、構造材から仕上げ材まで地元宍粟市のしそう杉・ヒノキ 

を90％以上使用して、木造住宅の新築およびリフォーム・リノベー 

ション工事を手掛けている。また、家づくりを通じて、里山の環境を 

再評価し、林業振興にも取り組んでいる。同社は工務店としての側 

面を持ちつつ、一級建築士4名、二級建築士11名を擁する設計事 

務所でもある。累計3万件以上のリフォーム実績と経験から、木造住 

宅のデザイン力・提案力に自信を持っており、グッドデザイン賞など 

数々の賞を受賞している。 

・同社は、地域とのつながりを大切にしており、人と地域と暮ら 

しの冊子「はりまの杜」を毎月発行している。また、2か月に 

 １回ヤマヒロのモデルハウスで､「はりまの杜市」を開催して、 

冊子「はりまの杜」を置いている店から出店者を募り、来場者 

と出店者同士が繋がる場を提供している。 

 

(3) 今後の展開   

・同社は、製材工場の JASを取得予定であり、「日本一小さな JAS認 

定工場」として、兵庫県産材の JAS認定材出荷を目指している。また、 

今後は分譲住宅にも進出し、木材を生かした再生事業で､ヤマヒロ 

の街並みを播磨地域に築きあげるビジョンを掲げている。 

日 時 発 表 者 連絡先 発表・配布先 

令和６年4月11日（木） 
(公財)ひょうご産業活性化センター 

経営推進部長 足立 宰 
(成長期待企業発掘・育成担当課長 林 謙太郎)  

078-977-9118 
 

【(株)山弘 概要】 

代 表 者：三渡 眞介  

資 本 金：2,500万円 

従業員数：48名 

所 在 地：宍粟市山崎町須賀沢704 

設  立：1963年（昭和38年）12月  

電話番号：0790-63-0063 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://www.yamahiro.org    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元しそうのスギ・ヒノキを 90％
以上使用した家づくりを行う 

 

 

提案型住宅「ハリマチヤ」 
「GOOD DESIGN AWARD 2018」 

グッドデザイン賞を受賞 

 

｢はりまの杜 住宅展示場｣ 
自社設計の“しそう杉の家” 
｢すまいの環境デザイン・アワード 2018」 

優秀賞を受賞 
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２ 龍野コルク工業(株)（ビーズ法発泡プラスチック製品製造販売等） 

発泡ビーズのチカラで社会の課題解決に本気で取り組む！ 

(1) 沿革等  

・同社は、1958年（昭和33年）に片岡隆次氏が日新コルク 

工業㈱龍野工場を龍野コルク工業㈱として分離独立させ、 

創業した。1993年（平成5年）に現代表の片岡孝次氏が入 

社。2005年（平成17年）に第3種医療機器製造販売業許可 

を取得。2018年（平成30年）には、ひょうごオンリーワ 

ン企業に選定される。 

 

(2) 当社の特徴  

・同社は、日本で最初の発泡スチロール専業メーカーとし

て、「成型品事業」「加工品事業」「医療健康事業」の三分

野において事業を展開している。あらゆる発泡ビーズ素

材を成型できる技術と設備を保有し、成型加工技術に卓

越している。「新しい組み合わせ」による製品開発やイノ

ベーションを信条としており、機能性ビーズを活用した

医療健康事業にも業容を拡大している。同社が提供する

医療健康用製品は、形成維持加工が施されており、他社

のビーズクッション製品とは一線を画すものである。 

 

(3) 今後の展開  

・発泡ビーズを原材料としたCubeads(キュービーズ)シリー 

 ズは、産学連携などにより開発され、健康分野に進出し 

 ている。これにより、発泡スチロールおよび発泡ビーズ 

の活用範囲をさらに拡大し、BtoBおよびBtoCのビジネス 

範囲を広げ、健康医療事業を第三の柱に成長させること 

を目指している。また、介護事業者との共同開発により、 

医療機器や健康機器にIoT技術を組み込んでデジタルツー 

ル化し、健康状態を数値化するなど、さらなる付加価値 

向上を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

【龍野コルク工業(株) 概要】 

代 表 者：片岡 孝次 

資 本 金：7,500万円 

従業員数：126名 

所 在 地：たつの市龍野町島田３２１ 

設  立：1958年（昭和33年）11月  

電話番号：0791-63-1301 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：https://www.tatsuno-cork.co.jp   

 

 

 

 

 

産学連携で開発した姿勢を楽に
保つ機能性ビーズクッション 
「Cubeads キュービーズ」 

 

 

高い強度の 3 倍発泡品から軽く
て柔らかな 100倍発泡品まで 
特徴の異なる発泡ビーズを生産 

自宅で手軽にロコモ（運動機低下）
対策ができる「ゆらゆらボード」、 
足の衰えを防ぎ転倒リスクを低減
する 
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３ (株)年輪（給食食堂事業受託、飲食店経営） 

栄養給食の未来を考え成長しつづける！ 

(1) 沿革等  

・同社は、2016年（平成28年）に現代表の西澤健作氏が姫 

 路市飾磨区上野田にて同法人を設立。2019年（令和元年） 

 に現在の明石市大久保町大久保町へ本店を移転した。20 

23年(令和5年)に「酒商いNENRIN 嚥下食対応ダイニング」 

を開店し現在に至る。 

 

(2) 当社の特徴  

・同社は、介護施設を中心に厨房へ調理者を派遣し、地元 

 産の安心安全な食材を持ち込んで、現場で調理する給食 

受託サービスを行う企業である。施設では、毎月 1日の 

松花堂弁当の提供や臨場感あふれる実演調理も行ってい 

る。希望する施設には、非日常感を演出し、家族と一緒 

にデザートを楽しめる「ねんりんCafé」を開催するなど、 

クオリティの髙い給食メニューを提供している。さらに、 

こども食堂活動にも参加し、食の面から福祉問題解決に 

貢献している。 

・同社は、利用者の「外食がしたい」という要望に応える 

ため､「酒商い NENRIN 嚥下食対応ダイニング」を開店 

 している。ここでは、嚥下食のフルコース料理などを提 

供している。嚥下食は自己調理食だけでなく、食品メー 

カーから仕入れた嚥下食にもソースや炙りなどの調理方 

法や盛り付けに工夫を凝らしている。同社は給食事業を 

通じて、受託先、利用者の要望を明確にし、社会に貢献 

する企業である｡ 

 

(3) 今後の展開  

・将来的には保育園等・学童保育の運営を構想しており、 

 安全な食の提供と食育を目指す。さらにセントラルキッ 

チンの建設、嚥下食のＰＢ食品の生産販売を計画してい 

る。さらに食材の内製化を図るための農業法人設立と水 

稲や青果の生産も構想している。 

 

 

 

 

【(株)年輪 概要】 

代 表 者： 西澤 健作 

資 本 金： 500万円 

従業員数： 140名 

所 在 地： 明石市大久保町大久保町７９５  

設  立： 2016年（平成28年）2月  

電話番号： 078-937‐0912 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： https://nenrin-growth.com   

 

 

 

 

 

音楽や部屋のコーディネー

トで非日常感を演出する

「ねんりんCafé」を開催 

 

 

毎月 1日の松花堂弁当など 

春夏秋冬を感じられる美味

しい食事を提供 

「酒商い NENRIN 嚥下食対
応ダイニング」では嚥下食
のフルコース料理を提供 
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〔参考〕成長期待企業について 

 

１ 概 要 

経営革新や新たな技術・製品・サービスの開発などに取り組んでいる県内の中小企業を応援す

るため、(公財)ひょうご産業活性化センターを中核機関として中小企業支援機関をネットワーク

化した「中小企業支援ネットひょうご」を構築しています。 

このネットワークを活用し各種の支援を実施することにより、売上・利益・雇用の面での成長

が期待できる企業を「成長期待企業」として選定し、企業の成長に向けて集中的に支援を実施す

る（原則２年間）制度を設けています。 

平成15年以降、500社を超える中小企業を選定しています。 

 

２ 選定基準 

以下の選定基準（選定基準より一部抜粋）をもとに委員会にて企業を選定します。 

① 成長が期待される元気な中小企業である。 

② 「中小企業支援ネットひょうご」の構成機関による支援策が有効に活用される業種・業態の

企業である。 

③ 県内に主たる事業所を有する企業である。 

④ 経営方針（経営理念、具体的目標、ビジョン）がある。 

⑤ 経営革新・第二創業や新たな技術、製品、サービス等の開発の要素がある。 

⑥ 支援策の活用により今後３年間において、売上、利益、雇用のいずれかで成長が見込める企

業である。 

 

３ 選定企業への支援 

「成長期待企業」として選定された企業は、次の支援メニューを活用できます。 

① 「コンサルティング支援」（原則２年間） 

当センターの総括コーディネーター・マネージャーによる指導・助言 

② 「専門家派遣事業による支援」（原則２年間） 

ひょうご産業活性化センターの専門家派遣事業に係る費用負担の軽減 

③ 「情報提供支援」 

異業種間での経営者同士の情報交換機会の提供（ひょうご成長期待企業定例会を奇数月開催） 

④ 「企業ＰＲ支援」 

 「中小企業支援ネットひょうご」のホームページ上に選定企業として掲載 

 

 


